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文
裁
寺
古
石
塔
群 

昭
和
59
年
５
月
15
日
指
定 

 

文
裁
寺
墓
地
の
石
塔
群
は
、
一
箇
所
に
残
欠 

を
含
む
宝
篋
印
塔

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

が
六
基
、
結
晶
石
灰
岩
製 

の
も
の
四
基
、
花
崗
岩
製
の
無
縫
塔
一
基
、
五 

輪
塔
や
石
仏
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
室 

町
時
代
後
期
頃
の
も
の
で
、
当
時
の
武
将
一
族 

の
墓
塔
と
し
て
造
立
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、 

伊
尾
の
鳳
林
寺
古
石
塔
群
（
伝
湯
浅
氏
古
石
塔
） 

と
と
も
に
、
当
時
の
墓
塔
を
研
究
す
る
上
で
貴 

重
な
石
塔
群
で
す
。 

花
崗
岩
質
の
宝
篋
印
塔
の
一
基
に
は｢

大
成
宗 

功｣

の
銘
の
あ
る
も
の
が
あ
り
、
寺
伝
で
は
高
山

こ
う
や
ま 

城
主
天
野
氏
の
墓
と
伝
え
て
い
ま
す
。 

古
石
塔
群
の
中
に
は
、
西
側
に
あ
る
砂
走
城 

の
和
智
氏
一
族
の
墓
も
含
ま
れ
て
い
る
と
推
定 

さ
れ
て
い
ま
す
。 
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紙
本
墨
書
大
淀
三
千
風
俳
諧 

昭
和
59
年
５
月
15
日
指
定 

 
 
 
 

大
淀
三
千
風
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
談
林
派
の
俳
人
で
、
天
和
３
年
（
一

六
八
三
）
か
ら
七
年
間
全
国
を
行
脚

あ
ん
ぎ
ゃ

し
、「
日
本
行
脚
文
集
」
を
著
わ
し
て

い
ま
す
。
元
禄
８
年
（
一
六
九
五
）
に
は
、
相
模

さ

が

み

国
の
く
に

大
磯
に
鴫 し

ぎ

立 た
つ

庵 あ
ん

を
再

興
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
人
物
で
す
。 

こ
の
大
淀
三
千
風
が
、
甲
山

こ
う
ざ
ん

城
跡
（
今
高
野
山
城
）
を
詠 よ

ん
だ
句
で
、
か

つ
て
は
今
高
野
山
の
塔
頭

た
っ
ち
ゅ
う

寺
院
の
福
智
院
に
伝
わ
っ
て
い
た
も
の
で
す
。 

「
金
風

き
ん
ぷ
う

や 

記 き

た
い
て
富 と

ま

す
甲
山

か
ぶ
と
や
ま 

鴫
立
庵
主
東
往
居
士
三
千
風
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

談
林
派
と
は
、
俳
諧
の
流
派
の
一
つ
の
派
で
、
江
戸
時
代
前
期
の
延
宝
年

間
（
一
六
七
三
～
一
六
八
一
）
の
頃
、
西
山
宗
因

そ
う
い
ん

が
中
心
と
な
っ
て
談
林
俳

諧
活
動
を
行
っ
た
も
の
で
、
全
国 

に
多
く
の
門
人
を
も
っ
て
い
ま
し 

た
。
か
の
松
尾
芭
蕉

ば
し
ょ
う

も
談
林
派
の 

江
戸
宗
匠

そ
う
し
ょ
う

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま 

す
。 こ

の
書
は
、
世
羅
郡
に
お
け
る 

全
国
的
俳
諧
流
派
の
談
林
派
の
影 

響
が
あ
っ
た
証
拠
と
な
る
書
と
し 

て
貴
重
で
す
。 

 


